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1.はじめに
近年，経営環境は大きく変化しており，いわゆる

VUCAな時代を迎えている．企業が持続的な発展を図
るためには，自社の核となる独自の強みを生かし，他
者との差別化を図ることが極めて重要である．そんな
中，IPランドスケープが注目を集めている [1]．
本研究では，今日に至るまでの莫大な特許文章群を
対象とした知見発見および探索を目的とする．
2.知的財産戦略と特許情報処理
知的財産戦略は，経営戦略と密接に関係しており，企
業全体の戦略において各部門や機能の方向性を決定する
重要な役割を果たしている．日本において，知的財産戦
略は特許などの知的財産「Intellectual Property(IP)」
と景観や風景を意味する「Landscape」を組み合わせた
造語で「IPランドスケープ」と呼ばれることが多い．
特許情報処理とは，特許文章や特許データベースの
情報をコンピュータで自動的に解析・処理を行うこと
で，莫大な量の特許情報から有用な知見を効率的に見
出し，知的財産戦略の立案や技術動向の分析などに活
用することを目的としている．
3.特許情報の可視化
莫大な量の特許情報をベクトル化し，可視化する
ことで特許の技術分野や技術トレンドなどを把握
することができると考える．具体的には特許本文を
Sentence-Bidirectional Encoder Representation from

Transform(Sentence-BERT) を用いることで文章全体
を単位にベクトル化を行う [2]．また，次元の呪いを回
避するために次元圧縮を用いたのち，クラスタリング
によって潜在的なグループ化を行う．
次元圧縮手法には，線形次元圧縮手法と，非線形次
元圧縮手法がある，本研究では，ベクトル同士の近さを
保有する必要があるため非線形圧縮手法を用いる．非
線形圧縮手法には Uniform Manifold Approximation

and Projection of Dimension Reduction(UMAP)を用
いる．
関連性の高い単語は，一緒に出現することが多いた
め，それらの単語の共起関係を調べることで，単語間
の関係性を理解することができる．具体的には共起関
係にある単語と単語を線で結んで描かれる共起語ネッ
トワークを作成する．

4.提案手法
ユーザーが入力したキーワードをもとに Google

Patents での検索結果をスクレイピングし，それらの
データに対してベクトル化やクラスタリングの処理な
どを行う．またそれぞれのクラスターに解釈を与える
ことで，ユーザーが任意のクラスターを選択できる．
選択されたクラスターにおける共起語ネットワーク
を Simpson係数を求めることで作成する．作成された
共起語ネットワークは 3Dグラフによって可視化を行う．
5.実験結果並びに考察
「ブロックチェーン技術を持っている会社の，技術の
決済システムへの使い道の検討と現状の把握」という
事例を題材に提案システムを使用した．入力するキー
ワードは「ブロックチェーン」「決済システム」に設定
して実験を行った．実際に作成された散布図と選択し
たクラスターの共起語ネットワークを図 1に示す．

図 1 キーワードでの出力結果
これらのシステムによって効率的な特許探索を行い，
新たな知見の発見に役立てることができると考える．
6.おわりに
本研究では，特許文章に対してテキストマイニング
やトピックモデリングといった自然言語処理技術を適
用することで，IPランドスケープ実施への支援を行っ
た．今後の課題として，システムの処理時間の短縮な
どがあげられる．
参考文献
[1] https://www.jpo.go.jp/news/koho/kohoshi/.

[2] Nils Reimers，Iryna Gurevych．”Sentence-BERT：
Sentence Embedding using Siamese BERT-

Networks”, ArXiv e-prints, 1908. 10084, 2019


